
福部町のまちづくり構想 実施計画

（案）

2019年度～2021年度（3カ年計画）

福部地域振興会議

福 部 町 総 合 支 所

資料１



福部町のまちづくり構想 実施計画（案）　2019年度～2021年度（3カ年計画）

柱 施策 誰が（誰と） いつまでに 何をやる 達成目標指数 意見

ア 福部地域振興会議 2019年度
道の駅「きなんせ岩美」「西いなば気楽里」を視察
する。

視察回数：1回以上

イ
福部地域振興会議
（国府地域振興会議）

2019年度
国府地域振興会議と意見交換を行う。（新ＩＣ要
望）

開催回数：1回以上

ウ 福部地域振興会議 2020年度 先進地視察を行う。（新ＩＣ要望） 視察回数：1回以上

エ
福部地域振興会議
（交通安全協会福部支
部）

2021年度
交通安全協会福部支部と連携して駟馳山峠で街頭啓
発を実施する。（新ＩＣ要望）

啓発回数：1回以上

ア 福部町地域振興課 2019年度
きなんせ岩美→岩美広域農道→因幡万葉歴史館をつ
なぐイベントについて国府地域振興会議と意見交換
をする。

開催回数：1回以上

イ 福部地域振興会議 2020年度
砂丘のアクティビティ事業者と情報交換のための会
議を開催する。

開催回数：1回以上

ウ
福部地域振興会議
福部町地域振興課

2021年度
きなんせ岩美、鶏岩(蔵見)、美歎牧場、因幡万葉歴
史館などでスタンプラリー(徒歩＆バス)を検討す
る。

検討回数：1回以上

エ 観光・ジオパーク推進課 2021年度
砂の美術館で渋滞対策のアンケート調査を実施す
る。

調査回数：1回以上

オ 観光・ジオパーク推進課 2021年度 砂丘周辺道路で一方通行化を検討する。 検討回数：1回以上

細施策
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福部町のまちづくり構想 実施計画（案）　2019年度～2021年度（3カ年計画）

柱 施策 誰が（誰と） いつまでに 何をやる 達成目標指数 意見細施策

ア 福部地域振興会議 2019年度 会議に本課や町内の関係団体を招き意見交換する。 招聘回数：1回以上

イ 消防団福部地区団 2020年度 ふれあい会館で観光客対象の防災訓練を実施する。 実施回数：1回以上

ア
福部地域振興会議
福部町地域振興課

2020年度
道の駅「きなんせ岩美」などで、鳥取砂丘への経路
についてのアンケート調査等を検討する。

検討回数：1回以上

イ
福部地域振興会議
福部町地域振興課

2021年度
道の駅「きなんせ岩美」などで、鳥取砂丘への経路
についてのアンケート調査等を実施する。（総合政
策調査委託事業などの活用）

調査回数：1回以上

ア 福部町地域振興課 2019年度
総合支所ホールに砂丘らっきょうや梨等のタペスト
リーを設置する。

設置

イ
鳥取砂丘らっきょう花マ
ラソン大会実行委員会

2019年度
以降毎年度

鳥取砂丘らっきょう花マラソン大会会場にらっきょ
うや梨、加工品などの販売ブースを設け販売する。

毎年実施

ウ
若手らっきょう生産者
（らっきょう女子会）

2019年度
らっきょうの自動販売機設置に向け、商品開発や財
源等を検討する。

方針を決定する

エ
若手らっきょう生産者
（らっきょう女子会）

2020年度
らっきょうの自動販売機対応商品を開発し、町内に
自動販売機を設置する。

設置場所：町内に1カ
所以上

オ
若手らっきょう生産者
（らっきょう女子会）

2021年度
らっきょうの自動販売機の設置場所を町外に拡充す
る。

設置場所：町外に1カ
所以上

(
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① インターチェ
ンジと併せた要望
活動の拡充

② 周辺観光地へ
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の検証
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福部町のまちづくり構想 実施計画（案）　2019年度～2021年度（3カ年計画）

柱 施策 誰が（誰と） いつまでに 何をやる 達成目標指数 意見細施策

ア 福部まちづくり協議会 2019年度
県交差点から駅前交差点までの県道のロードコンセ
プト、実施方法を検討する。

コンセプト、実施方法
決定

イ 福部まちづくり協議会 2020年度 決定したロードコンセプトを実施する。 コンセプト実施

ウ 福部まちづくり協議会 2021年度
県交差点から駅前交差点までの県道に愛称を募集す
る（フラワーロード＆あいさつロード）。

募集

ア
福部町分室
（福部未来学園ＰＴＡ）

2019年度
旧福部中学校の空き教室の利活用について地域住
民・団体を対象とする勉強会を立ち上げる。

開催回数：1回以上

イ 福部地域振興会議 2019年度
コミュニティセンターの跡地利用策について検討を
行う。

検討会：1回以上

ウ
アイデア館
（岩戸港海女組）

2019年度
アイデア館と岩戸港海女組が共同で特産品の開発を
検討する。

品数：1品以上

エ 福部町地域振興課 2019年度
仮）福部町活性化実行委員会の立ち上げ検討を行
う。

検討会：1回以上

オ
（仮）福部町活性化実行
委員会

2020年度
多鯰ケ池駐車場や砂の美術館、鳥取砂丘ビジターセ
ンター前で軽トラ市を開催する。

開催回数：1回以上

カ 福部地域振興会議 2020年度 コミュニティセンターの跡地利用計画を策定する。 計画策定

キ
（仮）福部町活性化実行
委員会

2021年度
支所敷地内へのコンビニやマーケットの誘致を検討
する。

検討回数：1回以上

ク
（仮）福部町活性化実行
委員会

2021年度 駅前地区に飲食業などの店舗誘致を検討する。 誘致活動
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① 店舗の誘致、
新たな起業の促進
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福部町のまちづくり構想 実施計画（案）　2019年度～2021年度（3カ年計画）

柱 施策 誰が（誰と） いつまでに 何をやる 達成目標指数 意見細施策

ア
福部町地域振興課
（市立中央図書館）

2019年度
「こんとあき」の原作者から、福部町のまちづくり
のための作品使用許可を得るよう準備する。

準備

イ 福部地域振興会議 2019年度
福部駅の活性化について、とっとりふるさと元気塾
と連携し事業を実施する。また必要に応じてJRとの
意見交換を行う。

事業実施：１事業以上

ウ 福部地域振興会議 2020年度 地域まちづくり事業協同組合の設立を検討する。 検討回数：1回以上

エ
福部地域振興会議
（駅前自治会）

2021年度
ＪＲと福部駅の活性化について事業計画を策定す
る。

事業計画策定

ア
福部町総合福祉センター
（交通政策課）

2019年度
らっちゃんバスが、JR福部駅の朝便、夕便の列車に
接続できるように運行時刻を見直す。

見直

イ
交通政策課
（（（仮）福部町活性化
実行委員会）

2020年度
らっちゃんバスの経路変更や観光客の利用について
検討する。（経路：ふれあい会館経由で砂丘まで運
行を追加）

検討回数：1回以上

ウ 福部まちづくり協議会 2021年度 免許返納者の対策について検討する。 検討回数：1回以上

ア
福部町総合福祉センター
（福部未来学園ＰＴＡ）

2019年度 らっちゃんバスの利用促進方法を検討する。 検討回数：1回以上

イ
福部町総合福祉センター
（福部未来学園ＰＴＡ）

2020年度 らっちゃんバス車内で作品展を実施する。 見直回数：1回以上

ウ 福部まちづくり協議会 2020年度
町内のバス停にキャラクター等を用いた案内板の設
置を検討する。（住民参加型バス停上屋整備事業）

検討

エ 福部まちづくり協議会 2021年度
町内のバス停にキャラクター等を用いた案内板を設
置する。（住民参加型バス停上屋整備事業）

設置
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① 公共交通機関
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向上

② らっちゃんバ
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福部町のまちづくり構想 実施計画（案）　2019年度～2021年度（3カ年計画）

柱 施策 誰が（誰と） いつまでに 何をやる 達成目標指数 意見細施策

ア 福部町区長会 2019年度 町内の空き家を調査する。 調査回数：1回以上

イ 福部町地域振興課 2019年度
多くの移動販売車が町内へ立ち寄れるよう誘致す
る。

誘致回数：1回以上

ウ
福部町地域振興課
（清内谷自治会）

2020年度 清内谷公民館の利活用策について検討する。 検討回数：1回以上

エ 福部地域振興会議 2020年度
地域が主体となる空き家対策組織の立ち上げを検討
する。

検討回数：1回以上

オ 観光・ジオパーク推進課 2021年度 空き家を活用して民宿村を復活させる。 復活

② 救急・医療環
境の充実

ア 福部地域振興会議
2019年度～
2021年度

救急搬送時の新インターチェンジ設置の効果を盛り
込んだ要望を行う。

要望回数：1回以上

ア 福部地域振興会議 2019年度
会議に県河川整備担当課を招き意見交換を行い事業
の推進を図る。

招聘回数：1回以上

イ 福部まちづくり協議会 2020年度
塩見川下流域の耕作放棄地で野鳥観察会の開催を検
討する。

検討回数：1回以上

ウ 福部まちづくり協議会
2019年度～
2021年度

治水機能を向上させるため、町内全域の荒廃農地の
解消を図る活動を検討する。事業計画ができたとこ
ろから活動を行う。

検討・活動回数：1回
以上

ア
福部町自主防災会連合会
福部町地域地域振興課

2019年度 鳥取市総合防災訓練の検討・実施 9/10実施

イ
福部町自主防災会連合会
福部町地域地域振興課

2019年度～
2021年度

自主防災組織の育成研修の実施 開催回数：1回以上

柱
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① 空き家対策、
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進

柱
４
．
災
害
等
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

(

1

)

塩
見
川
等
の
治
水
対
策
の
強
化

① 塩見川等河川
改修事業の推進

② 自主防災活動
の充実

 5 



福部町のまちづくり構想 実施計画（案）　2019年度～2021年度（3カ年計画）

柱 施策 誰が（誰と） いつまでに 何をやる 達成目標指数 意見細施策

ア 危機管理課 2019年度 防災無線屋外スピーカーを町内に１７基設置する。 設置

イ 福部町区長会 2019年度
各集落に地域内情報伝達設備を整備し、運用方針を
定める。

策定

ウ 福部町地域振興課
2020年度～
2021年度

砂丘観光施設事業者等と災害時の一時的な避難場所
としての利用について協定を検討する。

検討回数：1回以上

エ
福部町総合福祉センター
（福部町区長会）

2020年度～
2021年度

地域の支えあい体制の強化について、具体的な取り
組みを検討する。

検討回数：1回以上

② 通学路の防犯
対策の充実

ア
福部まちづくり協議会
（福部町区長会）

2019年度
集落間の通学路に3カ年計画で防犯灯を設置（４３
基）する。

設置

※この案に記載の各種事務事業は、現在、各種団体・担当課と協議中で、最終決定されたものではありません。
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① 防災施設の整
備と防災活動の強
化
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実施計画実施後（2021年度）のイメージ

多鯰ケ池や砂の美術館前が軽

トラ市でにぎわっている。

福部駅で四季折々のまつりが開

催されにぎわっている。

福部駅にこんとあきのファンが
多く訪れている。

福部駅で若者が飲食店を開業し
繁盛している。

支所敷地内でコンビニなどが
開業しにぎわっている。

海女の魚介が町内の飲食店で
人気食材になっている。

アイデア館の加工品が町内の

販売店でよく売れている。

旧福部中学校の空き教室が地域で有効活用

されている。

県道の維持管理に多くの地域

住民などが参画している。

らっきょうや梨が高値安定し
農家の黒字経営が続いている。

らっきょう花マラソン大会会場
でらっきょうが飛ぶように売れ
ている。

外国人観光客が支所から砂丘や
らっきょうや梨の情報を収集して
いる。

きなんせ岩美で美野梨ロード

の魅力が紹介されている。

岩美・国府・福部の周遊
ツアーが検討されている。

ふれあい会館で飲食や物販サー

ビスが検討されている。

交
流
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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らっちゃんバスに生徒が乗車
してJRに乗継いでいる。

らっちゃんバスがこんとあきのバ

ス停巡りをしている。

車内の作品展示を見に家族
がらっちゃんバスに乗車し
ている。

医療関係者が町内で開
業をめざしている。

町内の河川改修が進捗し浸水
被害が減少している。

らっちゃんバスに観光客が乗

車して砂丘へ行っている。

清内谷のお試し住宅で利用者が棚田を楽
しんでいる。

野鳥観察会が開催され愛好家が多
く集まっている。

空き家に若者が多く移住して起業
し繁盛している。

支所前が移動販売車や軽トラ市
でにぎわっている。

集落の情報伝達設備が更新さ

れ円滑に運用されている。

医療関係者が町内に多く住み
始めている。 棚田の復活が進み、耕作

放棄地が解消している。

自治会未加入世帯が納涼祭で

地域と交流し始めている。

グランピングで自主防災活動

への関心が高まっている。

集落間の通学路に防犯灯が新
設され安全性が高まる。

観光客が屋外スピーカーから

防災情報を入手している。

県道に素敵な愛称が付けられ

地域住民に愛されている。

誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
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